
平成２２年度　主要事業箇所（完成）

２．整備効果

　壱岐本島と三島（大島、原島、長島）を結ぶ定期航路のフェリーが寄港する郷ノ浦港渡良地区の係
船施設が、漁船溜まりの湾奥にあり漁船と輻輳し危険であるため、漁船溜まり外に新たにフェリー用
浮桟橋及び埠頭用地（ターミナル、駐車場）と漁船用船揚場を整備する。

郷ノ浦港改修事業（渡良地区）
～二次離島航路のフェリー埠頭の整備～

１．事業概要

３．平成２２年度の事業内容

・フェリーと漁船の輻輳がなくなり、船舶の航行の安全が確保できる。
・ターミナル用地及び駐車場が確保でき、利便性が向上する。
・漁船用の船揚場の整備により、漁船のメンテナンスが容易になる。

場所 壱岐市郷ノ浦町 諸元
防波堤248m、護岸(防波)40m
浮桟橋1基、道路140m
駐車場406㎡、船揚場30m

事業着手 平成１４年度 完成予定

位置図・平面図・写真等

防波堤：上部工　　　　　道路・駐車場：舗装工、付属工

全体 ２９．６億円

Ｈ２２年度 ０．３億円
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